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新 旧 

平成２４年３月２９日制定（国空航第８００号） 

平成２６年３月２０日改正（国空航第１０４０号） 

平成２９年１０月６日改正（国空航第１５４８号） 

令和２年２月２１日改正（国空航第２９８５号） 

令和３年３月３１日改正（国空航第３７００号） 

令和４年３月２９日改正（国空航第３０３７号） 

令和５年９月２０日改正（国空安政第１１５５号） 

 

国空航第８００号 

平成２４年３月２９日 

改正国空航第１０４０号 

平成２６年３月２０日 

改正国空航第１５４８号 

平成２９年１０月６日 

改正国空航第２９８５号 

令和２年２月２１日 

改正国空航第３７００号 

令和３年３月３１日 

改正国空航第3 0 3 7 号 

令和４年３月２９日 

 

  

特定操縦技能審査実施細則 特定操縦技能審査実施細則 

  

国土交通省航空局安全部安全政策課 国土交通省航空局安全部安全政策課 

  

Ⅰ．一般 Ⅰ．一般 

Ⅰ－１ （略） Ⅰ－１ （略） 

Ⅰ－２ 共通事項 

 １．審査開始前 

  １－１ 審査員の身分証明等の提示 

審査に先立ち、審査員は「技能証明書」「操縦技能審査員の証」及び認定を受けた日の

属する年度の翌年度の初日から起算して2年を経過している場合は、「定期講習修了証」

（定期講習を免除される者は、「操縦技能審査員定期講習免除通知書（以下「免除通知

書」という。）」）を、特定操縦技能審査を受けようとする者（以下「被審査者」という。）

に提示し、自らが審査員として審査を実施する旨を伝える。 

１－２ （略） 

  １－３ 書類の確認 

Ⅰ－２ 共通事項 

 １．審査開始前 

  １－１ 審査員の身分証明等の提示 

審査に先立ち、審査員は「技能証明書」「操縦技能審査員の証」を特定操縦技能審査を

受けようとする者（以下「被審査者」という。）に提示し、自らが審査員として審査を実

施する旨を伝える。 

 

 

１－２ （略） 

  １－３ 書類の確認 
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      審査員は、被審査者の以下の書類について確認をする。 

 （１）技能証明書（規則第20号様式 12．技能証明書-特定操縦技能審査／確認及び限定

事項等を含む。） 

 （２）・（３） （略） 

  １－４ 審査員は以下の各号の場合、審査を開始してはならない。 

     （１）技能証明書（規則第20号様式 12．技能証明書-特定操縦技能審査／確認含む。）

が提出されず確認できない場合 

 （２）・（３） （略） 

      審査員は、被審査者の以下の書類について確認をする。 

 （１）技能証明書（規則第28号様式 12．技能証明-特定操縦技能審査／確認及び限定事

項等を含む。） 

 （２）・（３） （略） 

  １－４ 審査員は以下の各号の場合、審査を開始してはならない。 

     （１）技能証明書（規則第20号様式 12．技能証明-特定操縦技能審査／確認含む。）が

提出されず確認できない場合 

 （２）・（３） （略） 

  

 ２．～５． （略）  ２．～５． （略） 

  

附則（令和２年２月21日） 

（施行期日） 

本則は令和２年４月１日から施行する。ただし、本則の施行の際、現に認定を受けている操縦技能

審査員にあっては、改正後の規定にかかわらず、令和３年３月31日以前に特定操縦技能審査の申請

があった審査については、なお従前の例によることが出来る。 

附則（令和４年３月29日） 

（施行期日） 

この改正通達は、令和４年４月１日から施行する。 

附則（令和５年９月２０日） 

（施行期日） 

この改正通達は、令和５年１０月１日から施行する。 

附則（令和２年２月21日） 

（施行期日） 

本則は令和2年4月1日から施行する。ただし、本則の施行の際、現に認定を受けている操縦技能審査

員にあっては、改正後の規定にかかわらず、令和３年３月31日以前に特定操縦技能審査の申請があ

った審査については、なお従前の例によることが出来る。 

附則（令和４年３月29日） 

（施行期日） 

この改正通達は、令和４年４月１日から施行する。 

 

 

 

  

Ⅱ．飛行機 Ⅱ．飛行機 

Ⅱ－１ 口述審査 （略） Ⅱ－１ 口述審査 （略） 

Ⅱ－２ 実技審査 

    実技審査において行うべき科目の実施要領及び判定基準は、次表のとおりとする。 

Ⅱ－２ 実技審査 

    実技審査において行うべき科目の実施要領及び判定基準は、次表のとおりとする。 

２．飛行前作業 

（目 的） 

   （略） 

２．飛行前作業 

（目 的） 

   （略） 
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番 号 科目 実 施 要 領 判 定 基 準 等 

(略) (略) （略） （略） 

２－２ 重 

量 

・ 

重 

心 

位 

置 

等 

１．審査に使用する航空機の重量及び

重心位置を計算させる。 

２．燃料及び滑油の搭載量並びにその

品質について確認させる。 

 

（注）計算には製造者もしくは運航者

により公式に認められた表、グラ

フ、計算プログラムを使用しても

よい。 

１．空虚重量、全備重量、搭載重量

等の区分を理解し、重量及び重心

位置が許容範囲内にあることを確

認できること。 

２．離陸重量、着陸重量が使用する

予定の滑走路長での離着陸を安全

にできる範囲内であることを確認

できること。 

３．燃料及び滑油の搭載量並びにそ

の品質について確認できること。 

４．質問事項に概ね答えられるこ

と。 

 

（注）「離陸重量が使用する予定の滑

走路長での離陸を安全にできる範

囲内であること」とは、離陸を計

画した滑走路長が当該離陸重量で

飛行規程により計算した離陸距離

（離陸滑走開始から滑走路面上

50ftに達するまでの水平距離（航

空法施行規則（昭和27年運輸省令

第56号）附属書第１に規定する耐

空類別飛行機輸送Ｔ及び同施行規

則第56条の２に規定する特定飛行

機普通Ｎにおいては別に定められ

た距離））より長いことをいう。な

お、インターセクションからの離

陸を計画する場合は、残滑走路長

番 号 科目 実 施 要 領 判 定 基 準 等 

(略) (略) （略） （略） 

２－２ 重 

量 

・ 

重 

心 

位 

置 

等 

１．審査に使用する航空機の重量及び

重心位置を計算させる。 

２．燃料及び滑油の搭載量並びにその

品質について確認させる。 

 

（注）計算には製造者もしくは運航者

により公式に認められた表、グラ

フ、計算プログラムを使用しても

よい。 

１．空虚重量、全備重量、搭載重量

等の区分を理解し、重量及び重心

位置が許容範囲内にあることを確

認できること。 

２．離陸重量、着陸重量が使用する

予定の滑走路長での離着陸を安全

にできる範囲内であることを確認

できること。 

３．燃料及び滑油の搭載量並びにそ

の品質について確認できること。 

４．質問事項に概ね答えられるこ

と。 

 

（注）「離陸重量が使用する予定の滑

走路長での離陸を安全にできる範

囲内であること」とは、離陸を計

画した滑走路長が当該離陸重量で

飛行規程により計算した離陸距離

（離陸滑走開始から滑走路面上

50ftに達するまでの水平距離（T

類、C類においては別に定められた

距離））より長いことをいう。な

お、インターセクションからの離

陸を計画する場合は、残滑走路長

が離陸距離より長いことをいう。

また、「着陸重量が使用する予定の

滑走路長での着陸を安全にできる

範囲内であること」とは、着陸を
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が離陸距離より長いことをいう。

また、「着陸重量が使用する予定の

滑走路長での着陸を安全にできる

範囲内であること」とは、着陸を

計画した滑走路長が当該着陸重量

で飛行規程により計算した着陸距

離（滑走路面上50ftの高度から接

地し完全に停止するまでに必要な

水平距離）より長いことをいう。 

(略) (略) （略） （略） 

３．～８． （略） 

 

Ⅲ．～Ⅴ． （略） 

計画した滑走路長が当該着陸重量

で飛行規程により計算した着陸距

離（滑走路面上50ftの高度から接

地し完全に停止するまでに必要な

水平距離）より長いことをいう。 

 

 

 

 

(略) (略) （略） （略） 

３．～８． （略） 

 

Ⅲ．～Ⅴ． （略） 
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口述審査・実技審査 （略） 

 

口述審査・実技審査 （略） 
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新 旧 

 

口述審査・実技審査 （略） 

 

口述審査・実技審査 （略） 
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口述審査・実技審査 （略） 

 

口述審査・実技審査 （略） 
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新 旧 

 

口述審査・実技審査 （略） 

 

口述審査・実技審査 （略） 

 


